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し
れ
？

然
し
政
府 

の
此
讓
步
は

M

に
晚
加

つ
た

Q 

-
方
赞
蘭
に
於
呔
ぎ
風
雲
は
鋒
々
危
■
ダ
告
げ
て
來

ft
p
.四 

月
廿
四

日
.

ァ\
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0
義
勇
兵
が
主
萬
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千
，乃
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四
錄
挺
の
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ィ
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光
鍊
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觀
發
の
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十

5
 

(

四I
)

論
-

説
'

次x

•フ
30
4
ンの叛亂
 

第1

號 

四十



P H -

第十」
卷

■'

(

四1I
V
;

.

.論
_

說
.
.，
ジソ

•フ
土
ィ
シ
の
叛
飢
.
. 

第
.
1號

四

1.1

丸

'を
外
國
炉
ら
：密

輸

入

し

T;

 ̂

_が
、ド
ガ
ガ
於

I

ゆ
各
她
じ

.陰
*

げ
D.
S

と
砍

_ 

が
傅

.
'

r

ら

W

た
。
國
民
黨

0'
'
-
.義勇
軍

.も
之
舻
對

.檢
策
ば

■

 

A
T
V#'
■
&:
.
_な
い

o
.
”自
治
，.
巢
は
五 

月
廿

$ 
.日ニ一
 

百
七
十
四

.對
三
百
五
十

I

禀

の

多

數

を

以

て

.國
會
法
に
.據
.

P

H

度
目
に
摭
民

_ 

を
通
過
し
て

•
«ぢ

(:
貴
腕
院
に
送
附
せ
ら
れ
た
が

.、兹
か
は
殆
ど

.完

膚

か

^

ま

で

に

修

正

を

加 

へ
.ら
れ
た
。
此
問
種
々
な

_

«;
な
る

^

來
# ;
於
頻
出
し
で
、弈

國

政

界

0:
事
殆
ど
收
检
す
可
ら 

チ
る
の
狀
態
•で
ぁ
つ
だ
°'
仍

で

國

王

ダr

ル
穸
五
•世
：陛

下

は

兩

大

黨

首

領

を

始

め

愛

蘭

自

，治 

に
駙
係
ぁ
る
政
界
の
領
釉
を
御
前

h

召
さ
れ
て
、四

日

間

.B1
卓
會
議
：が
催
さ
れ

だ

け
作
ど
、談
料 

は
歡
廊

$

調

.に
畢
つ
た
の
で
ぁ

.る
0

此
影
後
の
調
停
妗
赕
烈
じ
だ
の
ば
、兩

#

の
領
釉
於

i

致 

の
點
を
發
見
し
得
な
か
つ

た
•

が
瀹
で
は
な
く
じ
て

S

蘭
に
於
げ
.る
围

K -
黨
侧

t
cr.\

ス
ダ
ー 

侧
と

.の

.敵

愾

心

が

嵩

じ

て
、最
早
逾
理
も
命
分
も
抒
は
作
纩
る
に
至
，ケ
だ
爲
會

.办

此

0
如 

く
じ

V

愛
蘭
は
歐
洲

•に
於
て
大
戦
亂
ザ
破
烈
ボ
.む
と
す
る
前
に
方
つ
_て、殆
ど
內

it
の
.

0

に
顋

^
ハ.て
居
た

0
.で
あ
る

;0
r

'•
•
'
,
•
:••
:

.

'■
:
.
.
. 

.

.

.

;

-： 

： 

.:'
:

:
;■
■.
•
'

.

.

.

.

. 

‘
•

V
: 

(

. 

.

.

.

. 

... 

. 

■

..

.

.
' 

. 

■
:

•
:
. 

• 

. 

.

.
:
‘ 

‘ 

.'
•

:
■
"

:

此

の

.如

ぐ

孝

蘭

間

題

は

■干
戈
に
，訴

る

の

'外

、
最

早

何

；等

，餘
^;
の:
方

法
な

r-
ま

で

行

詰.
'つ.が

皆

た
所
は

使
も
，

■.
.の

大
戦
飢

は
破

.烈
し
T

,

 

4

い
以

±-
0:
-
龙
_
伴
脉

0

猶

仏
.
.
Tも
做

巍

內
嚷 

を
歌
と
す
る
浐
如
き
ば

*

し
て
興

國
人

©
‘

.

&性

:と

相
容
れ
ざ

.t
こ.と

■

勝
の
證
明
す
る 

所
で

^

る
。

カ
ィ
ゼ
ル
炉
愛
敵

■間

題
の
爲
丙
訌
し
で
敗
る
の

を
觀

て

、
英

_
¥
.
到

勝

外

を

顧

る
 

能
は
す

i

斷
じ
た
の
ば
大
な
る
誤
算
ゼ
ぁ
つ
だ

0'
‘で
ぁ

'る
0
'七
月
三
十
.日
率
相
ア
ス

ク
ィ
ス 

は

反
對
黨
の
首

W

ボ
ナ
•
.
ロ
 

I

レ
協
議
の
上
、國
會

II
-

於
：.て
変

.蘭
自
治
.法

«

於
案
0 :

討
_
を
無
期 

M

に
.延
期
す

る
St
'を
宣
言
し
た
。、
成

’月
三
'0

愛
蘭

®

民
黨
首
領
レ

■ド
.モ
ン
ド
は
爽
國
政
府
に 

向
つ
て
愛
德
か
ら
駐
屯
兵
ー
ぞ
齡
退
ぞ
し
め
同
地
の
隞
備
ば
マ
ー
致
«:
カ

し

て

.英
_

に
忠
.良
な
る 

可

き

國

戾

鐵

と

ア

ル

，ス
タ
ー
:の
義
勇
兵
ぱ

^.
饪
す
可

_

旨
'を
，
1:
#
.し(

た
9
. 

©へ
て
四
：

H

英
國

.
 

が
愈
々

®
燠
に
向
ヴ
て
宣
戦
ず
か
ど
破

|1
の
'國
_

黨
.は
對

»

戰
翁
匕
以
で
竣
國
，

0
_
爭
で
ぁ 

る
と
埒
し
く
愛
蘭
の
戦
翁
；で
ぁ
る

：

と
?#
し

て
、ア
火
ス
タ
ー
人

i

戦
#

す

可

く

獨

，逸

か

.ら
密
輸 

人
し
た
る

'武
器
を
用
ひ
て
、獨
逸
人
と
戰
ぅ
可
く

'佛
厕
の
戰
場

' に
出
，他じ
た
る
義

M-
吳
も

.少
，な
 

く
な
か
ぅ
た
。

.

英
國
の
麵

_

宣
®-
が
獨
逸
砍
暴
虐
：

$
,ら
小
弱
な

^-
諸

» :
風
を

.救
_

す

.る

に

在
 

ゲ
と
云
ん
の
於
齋
く
藤

»

人
を
感

«

さ
せ
て
、國
民

«
員
は
大

1:
辑

む

で

愛

蘭

に

於

け

，る
慕
兵 

鄭

敗

(:
■
'
周
鉱
.し
だ
奴

で
ぁ
る
？

欧
洲
の
戰

0

は
S
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镋 

四四

だ，愛
.敝
間
褪
を
ば
圓
滿
に
懈
决
す
る
の
み
な
ら
ず
，將
來
に
於
け
る
兩
國
間
の
親
密
な
る
協
和 

を
■遂
ぐ
可
き
が
の
•外
鸛
於
呈
じ
贫
の
で
ぁ
る
Q
V
.
. 

.
,

'
'

''
:

? 

:
::
:
;
:、‘.
：
•：

.

所
が
不
幸

•に
も

^ :
蘭
に
は

.、以
上
の
大
勝
如
：佩

^
無
頓
秦
な
、る

徹

頌

歉

M:
排

■
 
0

の
諸
分
子 

於

*:
つ
た
o 

.

.
其
第
ー
ゝ
は
即
ち
今
西
の
叛
亂
の
最
太
原
跡
カ
な
：
 ̂

fン

シ

-
七V

辍
社
で

.ぁ
'る 

ジ
ン

•フH

ィ
ン
は
一
九

o
五
年
に
組
織
せ
ら
れ
把
る
敗
社
で
其
綱
領
は
友
の

'如
.く
で
ぁ

'る：？
，
 

ジ

ン
，
フ

ェ

ィ

ンの
目
的
は
免
蘭

0
獨

4
^
>寒
ぐ
る
に
在

.り
0

炖

0

的
を
.：遂
ぐ
可
き
政
策 

は
廣
き
國
民
的
立
場

(;
於
で
愛
離
を
統
合
す
る
に

^

h

y

o 
.即
玉
 

一.
0

A^
-

g
蘭

A

E
特
殊 

の
一
國
民
な
る
，事
。'(

1
1

)

菩
人
は
大
英

11
.
於「

愛

§

人

0
要
求
に
：か

>
る
.|«
:
芄
陛
下
及

.び
英

_
 

•
國
會
の
制
定
し
た
る
，法
律
の
み
惟
レ
彼
等
，を
拘
朿
す
可
き
權
利
ぁ
る
こ

i

を
.兹
に
宣
•言 

.

し
、且
旦
將
來
に
向
つ
て
之
を

.礮
櫸
し
，丽
レ
て

-今
後
何
時
な

1

1
も
為
を
驗
間

4
し
若
く
は 

疑
間

i
t.
可
か
ら
ず

」

と
制
敗
レ
た

4

1

七

A

H
年
の

.

R
e
n
s
d
a
t

o-n

 A
c
t

i:
.
‘
藤

け

る

其

約

束
 

.

.を
遵
守
す
る
迄
は
丸

.英
_

i

i

r等
の

.隨
意

.的
協
紙
を
爲
さ

.ざ
る
霉

.(
m
)

吾
人
は
吾
人
自 

:

ら

0'
進
步
の
爲
及
び

.富
强
に
，し

1:
-
.獨
立
な

1
國
民

^

ら
.む
.が
耨
に
は
、晋

人

0
現

^
有
し 

.

或
は
將
來

i
rfe
た
b 

iも
有
し
得
ベ
き
如
何
な
る

-勢

*

を
‘ち
之
を
：利
用
す
可
ぐ
决
心
し

：

尙
同
綱
領
に
次
の

〗

個
條
が

.あ」

る
。 

：

..

•
個

人

と
し
て
は
公
民

.た
る
者
，の
權
利
義
務
の
承
認
に
侬
り

.而

し

て

又

國

民

的

傅

巍

を

.舉 

ず
石
愛
蘭
の
內
部
に
發
生
し
た
る
有
ゆ
る

®

動
の
援
助
に
依

b
*然
も
興
目
'的
を
遂
げ
た 

が
爲
决
し
て
愛
蘭

以

外

に
依
賴

す

る
こ
と
な

く
®

頭
徹
尾
國
民
的
自
家
發
展
，
愛
蘭

-|
-

•

取
つ
て
肝
耍
な
る
事
。

.

,
 

.

ジ
ン
。フ
先
ィ
シ
は
實
に
此
の
如
き
目
的
を
抱
い
て
生
れ
た
る
侧
體
で
あ
る

o
.
飜
て
其
起
烺 

を

^

ぬ
れ
ば
、

4

ょ

b
廿
年
程
前
か
ら
愛
傭

.に
植
々
な
も

1

民
的
革
新
運
動
が
迦
つ
て
來
た

。

>
 

ジ
ン
.フ

b i

ィ
ン
は
即
ち
其

0

中
堅

と

も

稲
t

' w

き
も
の

で
、下
に
說
明
す

る
，ゲ

H

リ
ツ
ク
同
盟 

も
他
の
一
圈
體
で
あ
る

.o 

土
地
阏
題

.'0
解
决

.せ
ら
れ
た
以
來

.殊

に

.'
九

o

三
年
の
土
地
質
收 

法

.の
通
過
後
褒
蘭
農
民
は
漸
く
活
氣
を
帶
び

T
、ts
#
、®c
M

A

純

.it
拿

.:
0
;異
W

を
間
は
中
、愛
蘭 

人
お
る
潜
は
先
づ

}

致

«
力
し
て
新
ら
し

い

蒙

解
の

ft
P

に
畫

«

せ
；ね
ば

^

ら
ぬ
、殊
に
大
に 

經
：濟

上

め
#
展
.を
、遂

.げ
て
自
家

.の
富
强
‘を

圖

ら

ね

ば

な

ら

.ぬ

.と
主
張
す
へ
る
，の

で

あ

4
。
• §

* 

_
j
m
w
.
¥
i
a
n
d
:

と
は
：.即
ち
^
^

 ̂

あ
る
。

.ー
言
以
^

之
,

蔽
.

へ
：此
續
爾
は
邈
ら
.く
被

$
1

:

卷

.
ハ四
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脱

ジ
ソ
，
フ
本
ィ
シ
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傭

人

0

か
ら
の
手
‘に
，»

つ
ヾ
て
潘
新
.せ
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
.と

云

ふ
''
0

が
，此
運
動
の
；眼
目
で
あ
る
。 

是
等
の
：運
動
：の
：
®

A

 
顯

著

a
る

功

果

,i
し

:T
見
M

 
れ
た
.
^

;®
't
p

l

».s(go-opcrativeh M
o
v
e
m
e
n
t
)

 

と

愛

)®
農
業
革
•新

協

會(

I8-
ばAgricultural 

Organization 

s
o
c
-o
-
t
y

)

で
あ
る
。

^「

新

愛

»

運

動

の

一 

願
象
た
る
ジ
ン

•フ
〒
ィ
ン
は

「

愛
蘭
以
外
に
侬
賴
す
る
こ

.と
な
く
、徹
頭
微
尾
：國
保
的
.自
家
：發
展 

が
愛
蘭

に

取
.つ
て
肝

‘要」
な

る》

V
と
.を
.其
綱
領
と
す
る
の
で
あ
る
か

ら

、始
終
愛
一
蘭
の
政
.事
を
ク 

モ
ス

.b,
ミ
ン
，
ス
タ.

1

の
國
會
で
隱
課
的
に
齊
策
す
る

と

か
"米
.國
に
在
る
ア
ィ
ツ

^

シ
.
ユ*

ア
メ
：
 

リ
カ
ン
の

寄

附
金
に

依
0
て
運

.®
す
る
と
か
は
被
等
の
誓
つ
て
反

»
す
，る
所
で
あ
る

o

其
の 

何
處
ま
で
も

.自
助
的
自
信
的
の
蓮
動
で
决
し
て

.何
等
他
人
の
手
を
借
ら
な
い
と
云
ふ
點
は

:» 

實
健
全
な
る
所
で
あ
つ
，
て
、此
國
體
が
多
く
の
，責
任
あ
る
人
士
の
.同
情
を
得
た
る
所
以
で
あ
る

O 

そ
れ
で
ジ
ン

♦フ
エ
ィ
ン

'
と
レ
ド
モ
ン
ド
を
中
心
と
す
る
愛
蘭

.國
民
，
'黨
と
は
、全
然
別
個
の
性
質 

を
帶
び
て
居
る

Q
.

で
あ
る
？

ジ
ン

•フH

ィ
ン
は
自
治
法
な
き
も
愛
^
^
は
其
共
有
の
邦
土
に 

對
：し
て
有
益
な
'る
事
業
.を
.
'遂
ぐ
る
を
得
る
と

-信
じ
て
居
る

0

ジ
ン
：
•フH

ィ

ン

を

始

，め

「

新

雙

蘭

j 

#

連

動
國
體
か
ら

M

れ
ば
、國
民
：黨
は
眞
個
に

愛

蘭
人
の

意
m
を

：代

表
し
て
居
ら
ぬ
と
云

ふ

，の
 

で

あ
る
。
是

_

諸

M

體
の
國
说
黧
に
對

'す
る

不

平

の

第

，
一
は
國
民
黨
が

排
旄
的
な
る
が
故
で

は
な
く
し
て
、充
分
な

i

親
.愛

：
蘭

的

芡

な

、
く

；求

：
だ

純

.乎

允

る

：國

民

_
轉
消

«

に
：麗
逯
.
:1
,.て
居
ら 

ぬ
：と
云
.ふ
に

.在
-る
？
.國
民
寧
は
'輿
論
を
製
造
し

K

自
負
的
决
議
や
お

M

b
の
瞞
着
手
段
を
以 

て
.他
意
見
を

®
.
‘
へ
、國

民

性
i

政
治
と
•を
混
同
し
、自

»

の
政
、_

及「

紙
織
に
へ
實
献
す
'
'る
：所
な
き
人
：
 

を
、
以

て

：
非

國

民

主

.霧

で
.

あ
る

.
'と排

.斥

.す

.る
。
之
に
反
し

『

新
愛

'蘭」

は
'政
治
を
以
て

.寧

第
ニ

の 
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。
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あ
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叛
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speaking 

I
s
g
u
a
g
e
.

 a
m
o
n
g

&
o
 

educated 

classes 

w
o
u
l
d

 

itself

cr
e a 

great 
gain to the country,

>
n
d
 w

o
u
l
d

 secure for its nationality 

a
’wider 

recognitidru

-sM
C

 

c
a
r
t
/
S
H
i
s
t
o
r
y

o'f O
u
r

 

o
w
n

 

T
i
3
e
s

 v
o
l
.
V

 

p. 

41)

■:

ゲ

エ

リ
y

ク
同

盟
，は
愛
蘭
人
の
：自

か

;&
誇
P

 

4
す
る

.

愛
蘭
文
學

の
：復
古
を

希
0

す

る
愛
國 

心
が
、輓
近

の
薪
愛
蘭

」

運
動
に
依
つ
て

I.

層
の
刺
戟
を
受
け
た
る
結
猥
に
外
な
ら
ぬ

o

.

愛
蘭
人 

を
'し
て
政
治
的
に
勇
健

.で
組
織
あ

A

統

.一

あ
る
國
民
た
ら
し
め
む
と
す
る
は
ジ
ン

.

7ユ
イ
ン 

の
'糈
神
で

.あ
，る
が
，愛
蘭
人
固
有
の
本
能
と
.天

才

を

獎

_

し

發

達

せ

し

む
る

に
は

、

先
づ
彼
等
を 

英

國

•匕
：す
な
こ
と
か
ー
ら
；救
濟

^
、愛
蘭
が
.
.古
來
特
有
す
；る

ヶ

7r
グ
イ

ッ

ク
的

®

術
遊
戯
殊
に
ゲ

T.
 

.

| 

r
ル
語
の
：復
活
を
■
_

ら
む
と
す
る
の
が
ゲ

H
:

リ
.少
ク
同
盟
の
目

.的
で
あ
る
？
約
言
す
れ
ば
、ジ

一

.
 

, 

•
 

.,

- 

• 

•

一
 

ン
‘
フ'

H

ィ
ン

®-
運
.動
が
政
治
的
な
名
に
反
し
て
、ゲ
ー

4

タ

ク
同

®
.の
運
動
は
社
：#
的
敎
育
的

【 

•

| 

で
あ

.
る
の

.で
あ
る

9

1

.

.

.■ 

•四
'
:
.
.
.
. 

■ 

•

-
 

■ 

.

| 

:

ジ
ン
，
•フH

ィ
ン

.
及
び
グ

H

タ
少
ク
同
盟
の
外
、尙
褒
蘭
に
は
ニ

ff
l

の
不
穩
分

*子

M

あ
つ
た

。
',

「

. 

「

愛
蘭

兆

和
政
同
胞

il
j (Irish 

R
e
p
u
b
l
i
c
s

 

Brotherhood)

と「

愛
蘭
.市

K-
粗」

(The 

Citizen A
r
m
y
)

で
あ

一''
 

.

.
 

•
 

: 

.

一：

3 

. 

る
？

フ
,

ー
ー
ァ
ン
同
胞
團(

本
華
昨
.年
十
ニ
月
號
四
四
丨
四
六
頁
參
照

)

9
.正
系
た
る
爱
蘭
共
-和
政 

I

''
,■
'

同
胞
圈

」

は
英
國
に

.謝
し
不
俱
戴
天

’の
敵

.念
：を
有
す
る
：

.頗
る
少
數
の
，固
體
で
.あ
る
。獨
逸
と
愛
蘭 

| 

革
命
黨
及
の
連
鑛
と
な
ら
、

「

愛
蘭
義

.勇

.兵」

を
組
織
し

.武
裝
せ
し
む
る

|:
;必
；

.1
!*な
る
金
餞
及
び
煽

I 

- 

-

- 

' 

.

動
潘
等
を

.獅
逸
や
米
國
方
面
か
.ら
愛
蘭
に
召
慕
す
る
連
絡
を
取
つ
た
の
は
、多
分
此
國
體
で
あ

▽ 

ら
ぅ

o

然
じ
今
回
大
戰
に
際

;^
英
國

0
敵
と
內
魅
し

た

る

事

以

外

、此
，圈

體

は

多

く

云

.ふ
に
足 

i 

• 

. 

•

了

' 

七
な
い
の
で
あ

る
。

r

,
 

.
 

.

f
.? 

.
次
に
薆
蘭
市
民
軍

」

は
今
回
の

^

ズ
义

V

暴
發
叛
亂
：の

最

後

の

瞬

間

に

於

.て

:^
恐
ら
 

最
も 

|
:

, 

與
つ
て
力
あ
つ
た
の

.で
あ
る
が
、是
れ
は
他

.の
_

M

異

.つ
た
性
質
の
も
の
：で
あ
る
。

f
 

}

t 

.. 

. 

’ 

- 

. 

' 

. 

■ 

,
.
.

一
：

rn
^
J 港
：

(

五
■

,

.論
：

說
.

矽
.
'ゾ
.-
フ
3,
1
イ
ゾ
0
_
^
^
ハ
 

$

0

 

.

4
m
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十1.
卷
、

(

五
猶
.

#

爾

.ジ〜

•
.マ
エ
ィ
：
ン
‘の
傲
飢
；
.
，

 

第
：I

雛

S
四，

々
ス、

n
. 

V ノ
火

パ
の
率
ゐ
た

.る
«
:藤

.#
辑
軍

」

は
：
«

治

上

、
の

結

；
社
^

林
な
く
し
：て
.、寧

ろ̂
シ
ン
デ

.
 

ィ
力

”リ
ス
ト

-で
あ
る

.
o
. I

九
一
三
年
焚
蘭
の
大
ヌ

ト
‘

ラ
ィ
キ

*
賴
動
し
ダ
夹
敗
し
た
る
：ジ

t 

ラ
ー
キ

x
.

一
派
と
密
切
な
る
關
係
が
あ
る
や
ぅ
で

.あ
る
。
此

B

體
は
政
治
的
革
命
ょ

b

も
寧 

ろ
社
會
的
經
濟
的
の
革
命
を
主
張
し

.て
居
た

O

換
言
す
れ
ば
.此
團
體
に
は
別
段
政
治
的
の
思 

想
と
云

.ふ
可
き
も
の
は
な
人
舉
に
ダ
ブ
リ
グ
貧

R
寧

0
慘
狀
を
救
濟
せ
む
ギ
爲
前
上
の
.諸
圈 

鱗
と
行
動
を
典
に
し
た

.と
■'見
る
可
き
，で
あ
る
。

一
九
一
四
年
一
一
月
靡
民
睬
に
報
错
せ
ら
れ
た 

る：ダ
ブ

y

グ
勞
働
社
會
生
活
狀
態

•調
潼
委
員
會
の
靑
嘗
に
據

.れ
ば
、荷
く
も
愛
蘭
の
首
部
に
此 

の
如
き
貧
民
窟
が
存
在
す
る
や

' を
怿
ま

.ざ
る
を

#

な
' い
.程
*載
0

を
し
て

*

#
の
感
を
催
さ
.し 

む
.る
も
の
.が
あ
る
？

英

國

の

如

何

.な

る

都

市

に

比

べ

て
も

ダ
ブ
リ
ン
の
貧
我
長
屋
ほ
ど
一
室 

に
一
家
族
の
住
居
す

る

割
合
の
多
い
處
は
な
い
。
隨
つ
て
是
等
貧
民
窟
に
於
，て
は
、不
潔
と
云 

ふ
こ
と
も
、プ
ー
フ
ィ
べ
工
シ
ィ

(

隱
す
可
き
こ

Y

を
隱
す
事

)

と
云
ふ
所
も
、又
自
尊

i

云
.
ふ
.こ
と
も
、
 

全
く
知
ら
れ
て
居
な
い
。
衞
生
上
の
設
備
も
亦
實
に
忍
ぶ
可
ら
ざ
る
狀
態
で
、道
德
の
標
準
亦 

野
蠻
人
の
夫
れ
と
多

“く
擇
ぶ

.所
•は
.な

い。
此
の
如
き

場
處

に
於
て

：.養
育

せ
一
ら
れ
る
兒
童
の
敎 

育

こ
そ
-眞

に
悲
慘

な
る

も
の

‘で
、
其
の
精
神

上
肉
體
上
ぢ
興
る
恐

る

可
き
影
響
は
寒
心
に

«
'へ

|

ざ
る
も
の
で
あ
る
。
ダ
プ
リ
ン
の
住
民
：の約
；

i

1
割

八

分

を

し

：て
*ア
イ
ヌ
タ
シ
ユ

•タ

4

ム
ス
紙 

の
.所
謂

「

ダ
•
•ン
>
 
の
.地
獄
の
黎
の
光
景
に
も

.劣
ら
ざ
る
修
〃
狀
I:
沈

：
淪

，
せ
/し
め
た
實
任
は
‘ダ
'

V

タ
.
 

ン
很
會
が
勿
論
.之
を
：負
は
韵
ば
な
ら
ぬ
：こ
と
云
ふ
迄
も
な
い
が
、此
の
：如
き
慘
-.狀：は
單
に
ダ
ブ 

リ
ン
の
貧
民
窟
’に

Jh
ま
ら

す

し

て
、
愛

，.
蘭

の

南

部

谷

都

11
|
に
共

羅

の

顯

：象

：，
で

あ

、
る
。

是

れ

は

職
 

と
し
て
過

*

に
^

て
愛
蘭
人
の
痒
活
狀
態
を
し
て
貧
困
な

'ら
し

.め
、隨
ら
；て
；彼

等

を

し

て

無

 ̂

無
智
な
ら
し
め
た
る
英
國
爲
政
蒋
の
責
任
で
あ
る
と
、コ
ン
ノ
リ
イ
一
派
は
主
張
す
る
の
で
あ 

つ

./
2
。
故
に
コ
ン

■ノ
リ
イ
及
び

「

愛

I

市
民
軍

」

は

®

/̂
か
ら
シ
ン
デ
イ
カ
リ
.ス
ト
の
唱
道
す
る 

經
.
.濟
的
革
命
穸
以
て
其
目

.的
と
し
て

|居
.た
.の
で

.
あ
る

0 

•

.

愛
蘭
の
：征
服
飓
は
.愛
蘭
の
.民
衆
を
ば
社
會
.的
乃
至
.政
治
：的「

枳

奴

雜

0
:璩
'
_に
，擠
す
こ
と
で 

ぁ
っ
た
0

故
に
愛
蘭
の
克

«

は
；愛
撤
に
於

«

る
有

‘ゆ
る

‘
^
女」

子
供

.を
奴
■隸
の
境
涯
か
ら 

,救
-っ
.
.，て

.

*

#的

^
.
^
,に政
.治
的
獨

.立

.を
取
る

.こ

.と
で

.あ
，.ら
-ね
”は

.'.な
っ
ら

.ぬ
o
. '

別
言
す
れ
は
：
 

.

:©
て
.の
愛
.蘭

：<
に
依
.つ
.
.て
1

蘭
'を

無

：
有.す
る
こ
と
.で

.

此

の

：
如

。
き

主

：
張

^

提
げ
て
戰
ひ
た
、る
.
ヲ
ン

.ノ
リ
イ
了
派

'は
；
^

_
に

«
,»

せ
し

.と
均
し」

ぐ

 ̂

蘭
の
：ネ
等
階
級
を
代

.表

し

：，
な

る

：
政
^
.家

#

び
'に

彼

；
等0
:觸
民
蘼
的
：:

a
:f
c

に
も
反
.
#
し
た
の
で

.第
十1

:_ 

(

丑
五X

論
' 

說
へ
ネ
ゾ
*
:フH:

イ
ン
の
溆
亂

_ 

雜I:

律 

M
k
,



#
十1、

卷

'(

.

五
六)

，論
.

說

ジ

シ

，
フ
^
ィ
ゾ
の
叛
亂

第

i

%
- iu

あ
る

.

と:r-

ふ
の
は
基
等
：の
政
治
家
：が
英
國
人
と
：均

..し

.ズ
、寶
本
：家

.的

制

度

と

其

蔽

會

的

_

び

に
經
濟

.的
支

-K
を
維
持
せ
む
と
す

•る
か
ら

‘で
あ
る
。

即

ち

薆蘭
；.

市
民
：軍」

は
#

輝
の
政
.治
的
動 

亂
に
乘
じ
て
、他
の

*英
國
政
府
及
、び
愛
.蘭
國
民
黨
を
共
同
の
敵
；と
す
る
.請
國
體
と
呼
應
し
て
經 

濟
的
革
命
の
目
的
を
達
せ

む

と

し

た
る
'V

ン
デ
イ

.力
リ
ス
ト
の
所
謂「

直
接
'行
動j

.

つd
i
r
e
c
t
.
a
c
t
—

 

0*
X

0
に
出
で
た
の
で
あ
る
。
叛
亂
勃
發
め
後
公
布
せ
ら
れ
た
愛
蘭
典
和
國
宣
言
書
の
ホ
、

「

吾
人 

は
玆
に
愛
蘭
を
所
有
し
、其
の
至
上
に

し

て
破
却
す
可
ら
ざ
る
自
家
の
速
#
の
完
全
な
る
支
配 

に
對
す
る
，擎
目
入

0 -

權
^

を
宣
言
す

」

と
云
ふ
語
は
、明
か
.に
コ
ン
ノ
タ
イ

一

派
の
主
張
に

!{
1

る

の
•で
ゐ
る

o 

: 

ノ
 

■ 

,

.

.

.へ：

K
,

.

:

.

'

■

■

以
上
の
諸

.侧

.
體

は

大

戰

破

裂
後

、V

シ

•
フ,

イ
ン
を
中
心
し
て
漸
く
結
合
を
'固
ぅ
し
た
の
で 

あ
る

が
、是
等
め
，過
激
派
妒
間
戰

. 0

,當

初

か

ら

英

國

政

府

に

，對
し
て
異
圖
を
：抱

い

て

居

0
た
か 

如
何
か
と
，云
ふ
こ
と
は
今
尙
疑
問
で
あ
る

o
.

.然
も

『

英
國
の
窮
境
は
愛
蘭
の
，機
會
で
あ
る

j

i

去 

ふ
.の
が
是
等

.一

派
の
り
乇
タ
ト

I

で
あ
る

.か
ら

*苟
く
も
英
國
と
の
分
：離
：を
策
す
可
き
好
機
を
見 

て
、愛
.商
の

.過
•激
黨
た
：る

.

.

孝
は
决
し
；

.て
之
を

"着
過
す
ダ
の
：で

.は
な
い

9

英
：國
政
府

.は
レ
.ド
乇
シ

ド
が
焚
蘭
.
.に

於

け

る

慕

兵

を

其

.一
手
に
委
#
.せ
ょ
と
の
要
請
を
拒

.絕
し
た
に
も
拘
ら

t

戦
局 

の
發
展

'̂
共
に
多
々
益
々
兵
負

0
不
足
ぎ
感
じ

.て
愛
蘭
に
も
慕

'兵
を
試
：み
た
の
で
あ
る
が
、ジ
 

ン
タ

h

イ
ン
一
派
は
或
ば
稱
分
み
會
合
を
催
ふ
：し
：或
は
新
聞
雜
誌
小
冊
子
を
镟
行
し
、或

は

引

ぐ
 

札
貼
紙
等
の
丰
段
.を

用
ひ
で

«
に
募
兵
運
動
を
妨
眷
し
た
。
愛
蘭
總
脊
政
廳

で
.

も
最
も
甚
だ 

し
き
新
聞
雜
誌
の
發
行
を
禁
止
し
、最
も
目
立
つ
た
過
微
分
子
を
捕
縛
し
た
け
れ
ど
、後
に
ジ
ン

‘

.

フ

X
イ
ン
一
派
は
公
々
然
背
叛

0
擧
動
を
演
じ
て
撺
ら

.ざ
る
に
萊
つ
た
の
で
、殆
ど
手
を
下
す 

能
は
ざ
る
狀
態
で
あ
つ
た
。
卞
手
に
手
出
し
を
し
や
ぅ
も
の
な
ら
、歐
羅
巴

0 .
大
戰
を
控
へ
て 

' 

. 

愛
蘭
は
蜂
の
巢
を
突
ッ
つ
い
た
騷
動
を
惹
起
さ
ぬ
と
も
限
ら
な
い
。
愛
蘭
太
守
ク
イ
ム
ブ

—

 

y
 

シ
爽
愛
蘭
大
臣
パ
ァ
レ
ダ
氏
の
此
傍
觀
政
策
は
種
々

.の
非
難
を
招
：い
た
け
れ
ど
、今
に
し
て
之 

p 

を
思
へ
ば
却
つ
て
賢
明
な
る
處
骰
で

'あ
つ
た
か
も
知
れ
ぬ
。

I
.

:

一.
方
に
於
て
夔
萌

&

治
案
は
夙
に
法
律
と
な
つ
て
居
る
け
れ
ど
、

»

し
で

M

時
か
ら
實
施
せ 

マ 

&
る
可
き
見
當
が
着
か
な
い

9
'述
立

.內

開

は

成

，立

し

て

ザ
1
*エ
ド
フ
！
ド
•力
ー
ソ
ン
は
內
簡 

一；
'

.

.

員
に
擧
げ
ら
れ
た
？

.是
れ
が
焚
蘭
の
過
激
派
に

.1

•方

&

ら
ぬ
不
安

.心
を
與
；へ
た
。
.
®
ら
に
他 

一；

，

方

I

て
獨
逸
軍
は
辉
戰
興
勝

A

英

國

軍

の

誤

誓

始

十

ブ

卷

.
$七)

.論

.說

ジ

シ

.，フ.H

イV

の
叛
胤 

3L
七

、
-
. 

*. 

... 

- 

....... 

' 

• 

■ 

•
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五八

何〗

時
果
：'つ
可
ぐ
：名

見

艮

な
い
。

,
加
：之
'英
_

會
ゅ
强
制
、徵

兵

令

^

他
6
1贼
ぎ
法
律
を
發
布
し

/2 

け
‘
.
.
れ
ど
，
愛

.蘭
か
；ら，は
之
を
除
外
せ
ざ

る
を
#

な
か
つ
允

o 

.

.
仍
で
，英

_

».
府
.は
羅

竟

是
等

を
愛 

蘭
に
强
制
す
，る
の
結
果
を
恐
れ
た

.の
一
で
あ
る
、否
其
能
力
：.を
缺

.い
だ

.か
ら
で
あ
る
と
の
信
念
が
，
 

一
方
に
廣
く

.戦
局
を
達

«

す
る
の

.不
明
と
相
待
つ
て
、以
上
過
激
派
の

#

圃

_

の
：
領

袖

_

を

し
 

て
、
寧

命

を

起

し

て

，
之

&

成
功

.す
る
眞
實
の
機
會
が
到

.來
し
た
と

.判
斷
せ
し
め
た
の
で
あ
る
。

0

に

1

度
事
を

;1
5

さ
む

か
，米
：國
か

ら
も

義
勇

.兵
其
他
：物
：質
的
の
援
助
到
：來

ず

可

.く
、苟
く
も
英 

國
.政「

府
に
不
苹

■な
る
各
要
素
は
翕
然
々
し

.て
彼
等
に
加

_擔
す
可
く
、

I:,

擧
：に
、多
年
の
目
的
を
達 

t

可

-L
と
は
，彼
等
當
初
の
；打
算
で
あ
つ
た
：で

あ
ら
ぅ

o

意

2
暴

發

ま
で

の
徑
路
は
•之
を
明
に 

す

る

由

も

な

い
：：

が
、槪
.括
し
て
言
へ

ば

事

實

は

T

の
や
：ぅ
で

あ
.る
？

「

愛
蘭
_義

勇

®」

の
背
，‘叛

的
で 

革
命
的
な

る

'示

威

運

®;
が
.甚
だ
、

し
ぐ
な
る
、

に
.連
れ

.て
，騎

虎
の
，
勢
.最
早
引
■くに

.引
か
.れ
ぬ

形

 ̂

に
赴
い

た
。

彼
等
；は
，政

廳

の
.武
.：裝
解
；除

の

命

令

に

服

從

せ

む

ょ

り

は

、寧
ろ
.戰

ぅ

に

如

か

ず

i 

公
言
す
る
に

.至
つ
た
。
然
も
政
廳
に

'於

.て

.も
最
早
何

.：時

.ま
で
も
傍
：觀

0
態

度

^

守

る

能

は

ざ

：
 

る
.事
.
'が'
.結
局
.明

白
な
■る
勢
と

■な
：つ

T
來
た
の
：で
、

「

愛
藺
義
勇

_軍」
0
.方
，で
：は
.解
散
す

' る
か
然

' ら
ず 

む
‘ば
.其

领

軸

連

0
補
縛
を
見
.る
の
外
な
か
つ
た

9

仍
で
獨
逸

.か

.ら

.武
器
の

.到
'着
す
る
，(

恐

& 
く

阖
逸
取
隊
も
上
陸
す
る
箸
で
あ

.
つ
た
：で
あ
ら
う

)

と
.相
.圖
と
し
て
、愈

.
,ュ
事
を
；發
す
る
や
う
仕
組 

ま
れ
た
の
で

あ
る
。

先
づ
ヶ

グ
'
 
ィ
丘
陵
に
兵
を
擧
け
、獨
逸
の
武
器
，

i
獨
逸
ー
の

_

揮
と
を
以 

! 

て
す

'れ
ば
、愛
蘭
駐
屯
の
少
數
な
る
英

.兵
が
，叛
徒
を
鎭
職
す
る
迄
に
は
多
く
©
時
ロ
を
要
す
る 

| 

で
あ
；
^
う
。
駐
愛
の
英
第
が

*
鎭
腿
に
遑
な
ぃ
，間

1タ
ブ
リ
；

v

贫
始
め
愛
蘭
の
他
：の
地
方
一
齊 

_ 

に
暴
發
す
れ
ば
，英
國
は
勢
大

*

を

愛

蘭

、
に

送

ら

ね

.ば

な

ら

ぬ

事

に

な

る

'°
是
等
の
大
兵
が
泐

i
:

 

■

r

 

.

員
さ
れ
派
遺
せ
ら
を
、
前
に

^

ァ
レ
，
氏
の
所
謂「

有

ゆ

る

階

級

有

ゆ

る

.#
所
に
於
て
程
度
こ 

一'.
..

へ 

そ
違
へ
、又
表
：明
の
方
法
に
相
違
こ
そ
あ
れ
、常
し
愛
蘭
人
の
政
治
愛
：蘭
入
の

'性
格

0,
背
景
と
看

1
.
.

 

做
す
る
こ
と
が
：出
來
る
英
國
と
の
合
同
に
對

.す
る
古
來
の
疾
惡
と
不
信

」

に
刺
戟
せ
ら
れ
、而
か

.

一’
 

t

で 

も
.革
命
黨
員
の
脅

#

に
因
つ
て
、結
局
愛
蘭
全
土
を
舉
げ
て
阈
民
的
叛
亂
が
起
る
で
‘あ
ら
う
と

, 

* 

- 

/ 

'
I'.' 

云
ふ

‘
の
が

.、領
釉
連
の
期
待
で
あ
つ
た
や
う
で
あ
る

。

' 以
上
の
，計
略
が
.
一
部
少

m

Q
領
釉
間
に 

ニ 

仕
組
ま
れ
た
と
云
.ふ
こ
と
は
、

「

愛
蘭
義
勇
軍

」

の
多
數
士
官
す
ら
獅
逸
.と
の
如
何
な

A
關
係
に
も

’

r 

■ 

.

,

. 

反

#

で
.
.
P

つ
.た
と
云
ふ
事
實
に
兆
し
て
も
察
す
る
こ
と
が
出
來
る
。
乃
ち
多
數
の
過
激
黨
は 

一
 

' 

騎
：虎

0
.勢
に
：
.驅
‘ら
れ
て
肓

@
.的
.に
暴
動
し
た
る

'
;と
明
白
で
，あ
る

'0
'
夫
れ
か

.ら
四
月
..下句
巧

f

」 

に
和

.蘭
商
船
に
粧

5

な
»-
逸
船
が

.愛
蘭
の

〔

.西
海
岸
某
地
點
か
ら
武
器
を
陸
揚
げ
せ
む
と
し
て
、

1.. 

.
 

.

フ
'
. 
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透
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•フ

エ

ィ
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叛
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.
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.
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.
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ソ
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叛
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第】

號 

六
〇

英
國

'

:海

家0

爲
に
.柿
獲
.せ
'ら
：れ
、同

時

に

是

れ

ど

同

乘

の

；H

.

I

;

十

ジ
f

 

•ヶ
-
'
ト

ス

メ

ン

ト

は
 

補
.縛
せ
ち
れ
れ
P
.
此

失

敗

が

俄

か

'に
復
活
祭
月
曜
日

(

四
.月
：廿

.四
日

)

ダ
.ブ
タ
ン
暴

.發
を
：誘
起
し 

た
る
こ
.と
云
ふ
迄
も
な
い
o 

.

ナ

.
四
月
廿
四
日
は

®
.活
祭
月
曜

H
と
云
ふ
の
で
、ダ
ブ
タ
ン
で
は
競

.馬
が
催
さ
れ
、士
官
兵
士
の 

多
敎
が
不
在
で
ぁ
つ
た
を
好
機
と
し
て

T

愛
蘭

_

勇
.
»
は
很
の
中
央
に
集
つ
て
ボ
午
顷
先
づ
ナ 

ダ

V

グ
ィ
ル
街
の
郵
便
局
を
占
領
じ
た

0

：之

を

手

始

め

i
し
て
、市
街
戦
が
凡
そ

1

»
間
に

1:

.つ
た

..
0

戰

0

は
，實

U
慘
儋
た
る
も
の
で
、ダ
ブ
リ
ン
城

0

0

の
警
官
及
び
哨
.兵

は

一
言
の
豫
.吿 

も
受
け
ず
し
て
、銃
殺

.さ
れ
ね
。
戰
線
か
ら
後
矮
せ
ら
れ
た
負
傷
兵
ま
で
無

.殘
に
殺
さ
れ
た
。其 

他

戰

線

に

送

る

可

く

訓

鍊

中

尨

.る
義
勇
兵
、愛
蘭
駐
.屯

の
武
裝
せ
ざ
る
士
官
，兵
隊
等
亦
慘
殺
さ 

れ

S

が
少
な
く
な
ぃ

P

叛
.鄭
：鎭
定
後

.百
八
十
人

.
®非
戰
圃
員
，が
殺
さ
れ
、六
西
人
以
上
負
傷 

し
、西
ニ
十
四
.人
.の
.兵

卒

が

戰

：
死

し

：約

，
四

：百

人

の

負

傷

：
潜

を

.出

.だ
し
た
こ
と
が
發
見
せ
ら
れ
た
。
 

ダ
ダ

y

ン
の

最
も
繁
華
な
る
市
街
は
鳥
有
に
歸
し
、ニ
十
の
大
商
館

1
1
:
|
個
；
0
.銀
行

*
.何
十
と
云
ふ 

事
務
：所
や
店
嫌
：が
破
寒

'せ
ら
♦れ
て
、損
«

總
額
.少
な
：ぐ
七
も
四
千
离
圓
.
.に
.達
し
た
？

叛
徒
鎭
脑

に
は
^

猶
駐
屯
軍
並
び
に
愛
職
勇
兵
が
；

#

常

f

熱
心
を
以
で
働
：ぃ
た
。
.
是
：等
の
軍
'隊
は

.
 

ダ
ブ
？

.ン

.の
犛
蘭
人

”に
依
つ
て
援
肋
せ

4
:れ
た
：の

.で
あ
る

.が
，彼
等
軍
隊
の
。

.働
き
振
办
は

' 
一
般 

の
賞
賛
を
博
し
ね

0

五
月

H

日

パ

ア

ゼ
y

'は
s
^
O
J
.
O

v.
g :ゴ
0
; Irish, rebellions 

L
c宣
言
し
た
っ
是
れ 

と
殆
方
時
を
同
シ

:u
<

r

ド
モ
ン
ダ
は
愛
蘭
國
民
黨
：は

〔

勿
；論
恐
ら
く
愛
繭
人
大
多
數

.が「
疾
0

 

4

恐
怖
の
威
情

」

を
以
て
此

.暴
動
の
報
を
迎

4

で
あ
ら

5

と
陳
述
し
た
。
.；

夫
れ
か
ら
國
民
黨
の 

他
の
一
領
釉
デ
ィ

 

ロ
ン

'亦
ダ
ブ
リ

.；v

0

A

^

«

「

*

ff
i

^

k

*

b-T
^

_

*
;f
0

!l
f

e

*(:」
r 

忠

_

な
る
同
诹
潢
で
希
つ
た

」

1
宣
言

レ

*
。
凡
て
是
等

0
陳
.述

.«
属
實
で
あ
つ

.たo

ダi

ブ
.リ
 

V
か
や
發
せ

:e
>
れ
た
指
揮
に
靡
じ
て
暴
發
し
た
地
方
は
幾
何
も
な
か

.
つ
ね
。
羅
聪
敎
徒
が
最 

も
多
く
隨
つ
て
國
民
主
義
が
最
も
盛
む
尨
る
ド
ロ
，ダ
タ
で
ネ
へ

.義
勇
兵

が

忽
ち
叛
徒
を
鎭
腿 

し
て
.了
 

0
た
o 

.此

.

.處
彼
：處

に

暴

發

:L
.た
一
淡
i

忽
ち
•鎭

»

さ

れ

ね

•，
°

要
す
名
に
：國

R
.的
叛
亂 

と
し
て
目
す
.可

&

何
等
痕
迸
.
©
|
|む
可
き
>

の
：は
な
か
；
つ
ね
の
で
あ
る
。
：
>
 ズ
リ
ン
の
市
.街 

戦
，で

主

i
し
て
愛
蘭
人
垆
牲
に
供
：せ
令
れ

ft
の
を
見

t

も
、今
回
の
；辦
亂
が
ジ
；ン.フ
工
ィ
ン 

等

；1,

部
過
激
派
の

.企
_

以
表
の
名
：叹
で
な
：か
つ
た
i

が
.察
知
，せ
^

れ
备

p
, 

f
t 

1.

部
の 

暴
動
が
廣

く

一.
般
の
同

#
.を
.■+
:く
に
足
ら

t

結
局
夹

M

に
舉
る
可
き
，は
勿
雜
の
事
で
あ
る
。

第
十1

怨

•

(

六
.

1
)

躺

m

汐
ソ
-
ヮ
エ
ィ
ソ
の
叛
亂

 

■
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號
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猶
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クV
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フH
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第1

號

山

V^»*

.
'叛
亂
於

M

定
す
る
と
、

^
國
，官
憲
は
愛
蘭
に
戒
嚴
令
を
布
含
®
律
に
照
ら
し
何
等
の
公
制
を 

經
ず
し

X
每

.日
の
如
く
叛
飿
の

M
魁
を
死
刑

.に
處
し
、又

ば

多

く

の

暴

徒

.を
追
放
し
た
と
傅
へ 

ら
れ
た
。
仍
で
官
遨
が

0

彼
の
奩
別
な

J

多
數
の
無
事
を
殺
し
た
か
の
如
く
世
人
に
誤
解

せ 

ら
れ
て
、愛
蘭
人
の
輿
論
は
却
つ
て
叛
徒
に
同
情
す
る
に
至
り
、

「

武
斷
的
暴
主
等

」

のr

殘
酷
な
る
復 

■

を

非

難

す

る

聲

は

高

大

に

な

つ

，た
o

勿
論
急
忙
の
際

.'で
あ
つ
た
か
ら
、個
人
的
'に
云
へ
ば
斷 

罪
の
錯
誤
や
不
均
衡
も
あ
つ
た
で
あ
ら
ぅ
が
、其
れ
は
此
の
如
き
場
合
に
免
れ
ざ
る
こ
と
で
'あ
 

，る
。

而

し

て

實

際

K
於
て
十
五
人
の
巨
魁
は
死
刑
に
處
せ
ら
れ
、其
他
は
罪
の
輕
重
に
隨
ひ
、夫 

れ

く

禁
錮
に
處
せ
ち
れ
、

「

双
蘭
義
舆
軍

」

の
多
數
は
追
放
せ
ら
れ
た
？
若
し
是
等
の
暴
動
が
平 

和
の

.時
に
起
つ
た
な
ら
ぼ
、英
國
政
府
も
多
分
叛
徒
に
對
し
て
‘寬
大
の
處
置
を
採
つ
た
で
あ
ら 

ぅ
o

所
が
英
國
は
國
を
擧
げ
て
外
敵
と
戰
ひ

.つ

、
あ
.る、國
家
の
安
危
存

C

の

岐

る

、
秋
に
際 

し
か
、
る
叛
亂
を
起
し
た
の
で
，之
が
爲
め
國
民
の
士
氣
を
沮
喪
せ
し
め
た
る
こ
と
一
方
な
ら

ず
、
英

國

官

憲
が
叛
徒
を
嚴
重
に
處
刑
し
た
る
こ

i
.は
决
し
て
木
當
と
は
云
へ
な
い
。.
现
に
或

- 

,
 

•
 

.

は
爱
酿

共
和
國
の

宣

言
書

.

に
調
印
し
或

.は
實
際
叛
徒
の
軍
隊
を
指

# ,
し
，成
は
殺
人
の
血
の
儘

.捕
縛
せ
ら
れ
た

.る
者
を
ば
、殊
，

i
r

兵
馬
倥
偬
の
秋

.

E

際
し
て
處
刑
し
た
れ
ば
と
て
、决
し
て
之
を 

.以
て
殘
酷
無
.邋
な
•り
と
非
難
ず

4

こ
.とは
出
來
あ
い
で
，は
な
い
以
上
英
國
，官
憲
の
處
嚴 

-の
茁
理
に
庚
ら
ざ
る
こ
と
殆
ど

_

_
の
.餘
地
は
な
い
の
で
ネ
る
。

 

：

.

所
が
叛
亂
姊
に
平
定
じ
た
る
後
、英
，國
政
府
の
採
つ
た
る
方
策

0
中
に
は
遺
慽 

點

>̂
な
い
で
も
な
い

o

叛
亂
靜
、ま
ク
て
最
早
危
險

.の
去
つ
た
後
に
は
、

|1
1
來
得
る 

處
置

ii
:出
で
、處
刑
の
場

 
'合
を
減
じ
て
兀
裔
じ
た
る
人
心
を
緩
和
す
る
方
策
を
執 

，る
{:

、英
國
：政
府
が
何
時
ま
で
も

嚴
酷
の
：態

度
'を
改
め

な
，か
つ

た
の
は
遺
慽
で
ぁ 

爲
國
家
に
對
し
不
軌
を
企
て
た
る
故
を
以
て
當
然
報
復
を
邡
へ
ら
れ
た
者
を
し 

名
を
、獲

得

せ

し

む

る

に
^

つ
た
の
で
あ
る
。
殊
に
英
國
裁
判
所
が

ナ
！

ロ
ー

ジ
 

>

シ
ト
を
事

#
.後
四
ケ
月
を
徑
て

'死
刑
に
處
し
た
の
は
、愛
蘭
.人
に
對
.す
る
政
略 

.益
で
あ
つ
た
と
思
ふ
。

.

.

.今回
の
愛
蘭
叛
亂
に
少
な
か

'ら
'さ

-̂
>
關
係
を
‘有
す
る
ナ

!
. P 

—

 

.ャ
1

*.グ
1 

就
い
て
玆
、に

些

か

說

明

せ

し

む
ょ
。
' 
彼
は
.愛
蘭
の
ァ
ン
ト
タ
ム
に
産
れ
、自
由
黨 

で
あ
る
。
白
耳
義
領
公
果
に

.領
：事
と
し
て
英
：國
政
府
に
忠
勸
を
柚
む
で
、後
南
米

に
思
は
る

> 

限

り

寬

大
.
の 

る

可
ぎ
で
あ 

る
。

逯

れ
M
 

て
^
«
者
の 

ヤ

II 
o 

n 
*
 ス

上
最
.も
不
利

.ス
メ
ン
ト
に

で
自
治
論
漭 

に
領
事
と
し

雜
十一

卷
.

.(

六
§
 

.論

，
說

.
#ゾ
。フ
立
ィ
シ
0'
叛
亂
’ 

：零
1

媿 

六
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六
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l

論

較
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穸
ゾ
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フ
チ
ィ
-ン
办
叛
#

.
 

第-
1

^

六
p.

灾
赴
救
任
1
、有
名
な
る
：
パ
：.ト

マ

ョ

殘

虜

«)
件
を
'暴
.露

し

た

0
は
：彼

で

あ

つ

た

？

.-」

九

「

四
年
度 

0A
n
n
u
a
l

 

R
e
g
^
e
r

に
：據
れ
ば
.

「

彼
は
一
九
一
四
年
十
一
月
米
國
を
經

rt
l
し
て
伯
林
に
行
き
、®

逸 

政
府
と
交
涉
し
て
鋪
々
の
滿
足
な
る
保

_
を
得
、殊

‘に
愛
蘭
に
；獨
逸
軍
が

®

入
し
だ
る
場
合
に

.
 

期
待
さ
る
可

.き
こ
と
に
就
い
て
確
保
を
得
た
と
傅
へ
ら
れ
た

o

著

名

な

る

愛

!®
出
身
米
國
人 

は
力
ィ
ゼ
ダ

S

し
獨
逸
の
戰
勝
し
た

®

合
に
は
、愛
蘭
を
英
國
か
ち
®
立
さ
す
る
約
朿
を
與 

へ，た

i

ま
で
述
ベ
た

」

云
々

o

逛
等
の

.說
述
が
何
程
ま
で
事
實
で
あ

る

か
は
、今

-に
於
て
は

0

0

 

す
る

^

も
な
い
が
破
が

0

0

に
行
つ
て
同
地
に
於
け
る
潭
賴
人
の
補
腐
に
對
し
て
周
旋
す
る 

所
あ
り
、又
其
他

®

々
‘何
事
か
運
動
し
て
居
た
事
と
.、夬
れ
か
ら
大
戰
破
裂
後
愛
蘭
人
の
英
國
堪 

塚
に
〃
應
慕
す
る

.を
妨
窖
し
て
居
た

0

等
は
：何
れ
も
事
實
で
あ
る
。
最
初
英
國
政
府
の
.忠
實
な 

を
官
斑
が
忽
ち
態
度
を
變
へ
て
此
の
如
き
國
家
：に
：不
忠
：な
る
擧
動
を
演
ず
る
に
至
つ
た
の
は
、
 

愛
蘭
人
に
共
通
な
る
傅
來
の
排
英
感
情
の
復
活
し
た
る
以
外
.何
等
か
の
動
機
が
な
く
て
は
な 

ら
ぬ
。

.或
は
彼
の
舒
窬
し
た
る
.事
業
が
政
治
上
の
理
曲
か
ら
し
て
英
國
政
府
の
爲
に
賛
成
せ 

ら
れ
な
か
つ
た
爲
だ
と
去
ひ
、或
は

 >

ぐ
ト
マ
ョ
事
件
で

t

b

®勞
し
を
の
で

'精
神

1:
多
少
馮
狀 

を
.呈
'し
た

と
も

云
ひ
、何

^
か
.眞

*

で
ぁ
る
か

.不

.明
で

P

6-
0
、ケ

.丨

.ス
人
ン
ト
が

^

叛

0
雨
機

は
何
れ
に
在
り
し
に
せ

.ょ
、彼

.が
戰
後
獨

.逸
に
渡
航
し

.て
、今
春
遂
に
武
器

»

入
船
.と
共

に
輯
は 

れ
た
る
事
實
は
英
國
に
對
す
る
叛
逆
罪
の
確

®
と

し

て
»

^
す
可
ら
ざ
る

^

の
た
る
事
は
云 

ふ
迄
も
々
い

。

r
 

:;

:

ヶ
ー
ス
メ
ン
ト
の

#
狀
は
歷
々
た
る
も
の
で
あ
る
：が

^

を
他
の

.愛

蘭

の

叛

徒

同

欉

死

.刑
に 

處

す

可

き

や

否

，や
に
就
，い

て

は

英

國

の

朝

野

を

通

じ

て

議

論

が

喧

し

か

つ
た
'0
世
界
の
耳
目 

も
此
裁
判
の
，决
定
如
何
に
集
注
せ
ら
れ
た
。
戰
#
の
爲
熱
狂
せ
る
英
國
の
公
衆
は
契
圃
に
對 

す
る
彼
の
非
愛

.國
的
擧
動
に
憤
激
し
て
痛
罵
す
る
者
が
多
か
つ
た

o

然
し
一
方
に
於
て
ヶ
ー 

.ス
メ
ン
ト
の

.爲
辯
譴
す
る
英
米
の
新
聞
も
多
少
は
あ
つ
た
。
其
等
の
辯

®

す
る
所
に
據
れ
ば
、
 

彼
は
决
し
て
英
國
王
に
對
し
て
武
器
を
執

b

た
る
潘
で
は
な
い

P
,彼
は
又
何
等
流
血
の
原

® 

で
も
な
い

：
0 _

彼
が
愛
蘭
の
叛
亂
に
關
係
せ
し
は
，唯
ゼ
叛
亂
を
停
此
甘
ム
め
む
と
希
肇
し
た
る
，
 

:t
:
過
ぎ
な
い

—

然
も
實
際
叛
亂
に

«
し
て
冏
情
を
有
た
な
か
つ
ヾ
た
が
爲
で
は
な
く
し
て
、却
つ 

て
之
が
爲
徒
ら
に
人
命
を
掼
す
る
が
故
で
あ
つ
た

,0
彼
，の
罪
惡
と
云
へ
ば
、單
に
愛
.蘭

^
於
け 

る
英
國
の
，政

治

P
對
し
て
陰
謀
を
企
て
、而
し
て
.愚

か

に
名
：愛
.蘭
の
兵
士
に
說
#
て
英
國
王

K
. 

對
す

.
:s
忠

_

の
餐
に

‘背
か
せ

•む

2

し
た
る
點
に
在
る
。

'
而
か

I
彼
の
爲
一
人

.の
生
靈
す
ら

.失

.
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卷，
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六六

は
れ

.な

.か
つ
た

.0
吾

：々

英

國

A-
か
ら
見
れ
ば
、ヶ

^

—

ス
,

ン
ト

は
叛
逆
人
で
あ
ら
ぅ
。
世
界
の 

人
の
服

に

は
.愛
'國
.翁
と
映

.̂
;
る
。
彼
を
殺
せ
ば
彼

は

愛
國
‘者

と

し

て

死

す
る
の
で
あ
る

i
云 

ふ
の
で

あ
る

o

七
月
#
ニ

日
の
テ
，ユ

：！

ス
テ

3
ッ.マ

ン(

シ
ド 

一

I

ィ
i
 

f
ブ
氏
の
主
筆
ね
る
週 

刊
雜
誌

)

は
左
の

*

く
極
言
し
、て
居
る
。

.

#

合
則
は
獨
逸
の
爲
に
蹂
剛
せ
ら
れ
た
る
小
弱
靡
の
自
由
、獨
立
を
保
譴
す
る
事
を
戦

# 

の

I

目
的
义
し
た
の
で
あ

^

か
，ら
、愛

蘭

人

の

爲

に

獨

立

自

_

を
企
圖
し
た
る
サ
！

.切
：
1 

.ジ
ャ
！
ヶ
ー
ス
メ
ン
ト
を
處
刑
す
る
は
非
理

.で
あ

る
。

彼
を
處
刑
す
る
は
、®♦た
罪
惡
た 

.る
の
み

'
.な
ら
す
、恐
る
可
き
大
失
策
で
あ
つ
て
、、グ
-
ル
ダ
ン
を
敬
手
に
委
す
可
き
ょ
り
も 

.

一
層

有

害
t r

あ
る
。

何
と
な
れ
ば
グ

ェ

，
ダ
ン
を
奪
は
■れ
た
れ
ば
迚
之
を
奮
還
す
る
こ 

と
も
出
來
や
ぅ
が
、

一

度
駿

»]
'せ
ら
れ
た

る
道
德
は
之
を
回
復
す
る
こ
と
を
得
な
い
か
も 

で
*
-る
。

I

に
繁
蘭
暴
徒
の
亙
魁
を
處
刑
し
た
な
さ
へ
不
利

.益
で
あ
：る
に
、此
上
の
失
敗 

を
重
ね
て
は
な
ら
ぬ
云
々
？

我
輩
も
英
國
政
府
が
多
分
ヶ

I

ス
メ
ン
ト
を

-助
命
す
る
で
あ
ら
ぅ
と
期
待
し
て
居
た
の
で

.

あ
る
が
、

®

人
多

«

の
.豫
想
に
反
し
て
英
國
政
府
は
八
月
上
旬
遂
じ
彼
を
死
刑
に
處
し
て
了
つ

. 

•
, 

■ 

•

た
。，
ヶ

ー

ス
メ
ン

,>
の
處

«

が
.英
國

0
對
愛

'蘭
政

.策
上
不
利
益
で
あ
つ
た
事
は
我
輩
の
旣
に

.
 

述
べ
た
る
所
で
あ
る
。

•
 

八
'

叛
徒
及
び
：連

梁

漭

に

»

す

る

英

國

政

府

の

處

镫

の

嚴

«■
•
に
失
し
た
る
爲
、英
、愛
間
に
於
け
.る 

古
來
の
反
感
を
刺
戟
し
て
勸
も
す
れ

_ば
不
穩
の
形
勢
が
見
ゅ

.
石
の

.で
、英
國
で
^
愛
蘭
で
も
寶 

任
の
地
位
に

.

.茌
る
蔣
，は
齊
し
ベ
叛
飢
の
再
發
を
防
が
む
事
に
夫
れ
く
努
力
し
た
？
愛
蘭
總 

督
政
廳
の
制
度
は
今
回
の

'叛
亂
で
全
然
破
墩
さ
れ
て
了
つ
た
の
で
、愛
«
は
一
時
直
接
の
支
配 

潜
な
き
狀
態
で
あ
つ
た

.°
仍
で
英
國
で
も
褒

1|
1
で
も
此
機
會
に
於
て
.ー
九
一
四
年
七
月
行
詰 

り
と

«

つ
て
居
た
自
治
法
を
實
施
せ
む

2
盡
カ
し
た

.
oゾ
夫
れ
か
ら
ァ
ス
ク
ィ
ス
首
栩
の
愛
蘭 

視
察
と
な

\

次
い
で
口
ィ
ド
•ジ

ョ

yジ
の
愛
蘭
兩
黨
の
仲
裁
と
な

つ
た
。

ロ

'
ィ
ド
，ジ
ョ
火
ジ 

は
國
民
簿
首
領
レ

F

モ
ン
'.ド

と

ァ

ル

ス

タ

I

統
一
黨
首
領
カ

^

—

ソ
ン
雨
人
の

il
i
]
‘に'仲
贪
し
て 

自
治
法
を
出
來
ゐ
丈
け
食
速
に
實
施
す
る
事
、但
し
ァ
,
ス
タ

1

六
州
に
限

i

當
分
の
內
其
實 

施
の
.範
圆
外
に

®

く
事
の
太
，體
の
取

®

め
に
.同
意
せ
し
め
た0

,

蓋
'し

愛

)®
國
民
黨
侧
で
は
ジ 

ン•.フ
ェ
ィ
ン
一
派
が
英
國
政
府
に
敵
對
せ
し
と
同
棒

®

民
黨

'を
：僧
，惡
し
て
居
る
に
も
拘
ら
ず

笫
十一
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六
八.

.

今
固

0.
叛
亂
に
同
情
し
加

#

し
た
る
か
の
如
く
非
窜
治
派
か
ら
揚
言
せ
ら
れ

.世
間
か

.
ら
4

0

0
 

解
せ
ら
れ
て
居

‘た
.の
で
、出
來
得
る
限

b
交
讓
的

fi
度
に
出
で
介
の
で

■

あ

るo 

•然
し
根
本
の
取 

P 1

め
.は
斯
く
一 

致
し
た

け
れ
ど
‘國
民
黨
の
側
で
は
此
取
極
め
が
假
决
定
で
あ

っ
て
、戦
後
開
か 

る
可
き
帝
國
會
議

(Imperial 
c
o
n
f
e
r
e
n
c
e
)

の
裁
决
に
附
せ
ら
る
可
き

®

に
®

き
を

.指
&
ア
グ
ス 

タ
1
侧
で
も
六
州
は
自
已
の
同
意
に
因

b

て
愛
蘭
自
治
法
の
下
に
統
治
せ
ら
る
可
し
と
の
意 

ik
二
^

て
以
上
の
餘
外
は
永
久
的
な
る
可
し
と
の
意
を
極
言
し
た
。
政
府
は
妥

f/
の
條

^
—

¥
 

就
い
て
何
れ
が
假
决
定
で
あ
る
何
れ
が
本
决
定
で
あ

4

と
公
然
た
る
何
等
の
宣
言

を

ば
し

な 

が
っ
た
け
れ
ど
、協
定
の
精
神
は
南
部
廿
六
州
に

.は
自
治
法
を
即
時
實
施
し
、ア
ル
ス
タ
ー
六
州 

に
吸

V

帘
國
會
讖
の
决
定
或
は
其
他
の
方
法
に
依
っ
て

®

っ
て
自
治
法
の
下
に
支
配
.せ
ら
る 

可
し
と

.

の
意
味
で
あ
っ
た
こ
と
だ
け
は
明
白
で
あ
っ
た
。
換
言
す
れ
ば
此
大
體
の
主
義
が
假 

の
决
定
で
な
炉
っ
た
事

.だ
け
は
確
實
で
あ
る
？

然
し
ロ
ィ
ド

•
.ジ
ョ
ル
ジ
の
此
周
旋
は
結
局
失
敗
に
了
っ
た
。
彼
の
和
協
の
條
件
な
る
も
の 

が
t

ii
a

,:
出

1
渡
る
と

^

M
國
民
黨
の
侧
で
は
ア

\

ス
タ
ー
の
分
離
を
以
て
永
久
の
分
離
な 

る
.可
し
と
猜
凝
し
て
、舊
敎
の
敎
會

.先
づ
反
對
を
唱
へ
、統
一
黨
の
側
で
は
大
戰
审
の
時
機
に
際

し
て
愛
蘭
に
自
治
を
許
す
の
國
防
上
危
險
な
る

.を
切
言
し
^

に
脆
弱
な
る
國
民
黨
の 

懺
せ
ら
れ
て
も
、結
局
ジ
ソ

*

フH 

T

ン

|

派
に
依
つ
て
攪
亂
せ
ら
れ
て
、愛
蘭
は
復
た
び 

#

と
な
る
で
あ
ら
ぅ
と
是
れ
亦
反
對
し
た
。
偷
敦
で
も
一
時
は
此
問
題
の

^
0

で
喧 

め
た
の
で
あ
る
が
、妥
協
は
遂
に
不
調
と
な
つ
て
、自
治
法
の
實
施
は
無
期
限
に
延
期
せ 

に
至
つ
た
。
此
の
不

W

に
對
し
て
果
し
て
何
れ
に
寶
を
歸
す
可
き
や
は
、今
尙
不
哪
で 

然
し
，要
す
る
に
今
回
の
和
協
條
件
が
何
れ
の
側
に
も
不
礴
足
で
あ
つ
て
、之
を
實
施
せ 

萌
は
復
た
も
鮮
血
を
見
ざ
る
可
ら
ざ
る
狀
態
を
呈
出
し
た
の
で
、レ
ド
モ
ン
ド
も
、ディ 

將
た
又
力
ー
ソ
ン
も
從
つ
て
起
る
可
き
騷
擬
の
責
任
を
負
ふ
こ
と
を
欲
し
.な
か
つ
た 

調
の
原
因
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。
別
言
す
れ
ば
、愛
蘭
人
多
數
の
好
ま
ざ
る
ア
ル
ス
タ 

離
を
規
定
し
、且
大
戰
中
到
底
實
行
す
可
か
ら
ざ
.る
總
選
擧
を
經
ず
む
て
自
治
法
を
遂 

と
せ
し
協
定
其
れ
自
身
が
今
回
の
不
調
を
來
た
也
し
大
原
因
で
あ
つ
て
何
人
を
も
罪 

で
な
い
。

丸

.
以
上
は
愛
蘭
、に
於
け
る
今
：回
の
叛

a

の
顚
末
で
あ
る
。
英
國
政
府
が
國
民
的
叛

a

に
至

笫
十1

卷
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六
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«

六
九

政
府
組 

內
飢

の 

m

を
極 

ら

る
> 

あ
る

o

む
か
愛

ロ
ン
も

の
が
、不 

1

の

行
せ 

す
可

き む 分
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ざ
る
中
に
鎭
定
し
た
る
は
不
幸
中

0'
幸
.と
云
は
：
ね
ば
な
ら
ぬ
'
0左
は
あ
れ
#
蘭
問
題
は
依
然 

と
し
て
英
國
政
界
の
禍
源
で
あ
る
。
宗
敎
間
題
は
夙
に
落
着
し
、土
地
問
題
も
旣
に
解
决
を
吿 

げ
、自
治
法
も
い
ょ
く
戦
後
か
ら
實
施
せ
ら
れ
、隨
つ
て

@

々
愛

{1
に
對
す
る
改
革
が
行
は
れ 

や
ぅ
と
す
る

 

'最
も
有
谨
と
思
は
る

〜

時
機
に
際
丄
て
、今
回
の
不

«

事
を
見
た

0
は
英
國
に
取 

つ
て
も
愛
蘭
に
取
つ
で
も
哀
し
む
可
き
事
で
あ
る
。
然
し
所
謂
雨
降
つ
て
地
は
固
ま
る
。

ロ
 

ィ
ド

•ジ_

ョ
,

ジ
の
仲
裁
は
失
敗
に
畢

o
た
け
れ
ど
も
，今

la
の
協

.和
談
判
に
依
つ
て
犬
猿
®
な 

&
ざ
る
愛
蘭
の
國
民
黨
と
統
一
黨
と
漸
く
接
近
の
傾
向
を
示
し
て
來
た
の
は
顯
著
な
る
事
實 

で
あ
る
。
統
一
黨
の
多
數
と
雖
關
係
諸
黨
の
何
れ
を
も
協
扇
せ
し
む
可
き
方
法
が
講
せ
ら
れ 

て
一
少
數
黨
の
權
利
を
確
保
し
、宗
敎
の
寬
容
と
英
國
寄
：法
の
大
本
た
る
個
人
の
權
利
が
保
障
さ 

る
、
な
ら
ば
、固
ょ

b

自
治
法
の
必
要
を
認
め
て
居
な
の

.
で
あ
る

o

レ
ド
モ
ン
ド
を
始
め
國
民 

黨
に
於
て
も

^

蘭
國
民
の
儷
全
な
る
分
字
が
英
帝
國
及
：び
典
理
想
と
す
る
所
に
對
し
て
忠
誠 

な
る
事

.

.を
今

0

の
大
戦
に
依

'つ
て
證
明
し
た
る
の
み
な
ら
ず
、帝
國
防
鐵
の
爲
に
は
莫
大
な
る 

_

牲
を
拂
ふ
も
倚
且
辭
せ
ざ
る
舉
公
の

.精
神
を
發
揮
し
た
の
で
あ
る
？
夫
れ
か
ら
ジ
ン
、フ

W 

J

ゾ

の
.叛
亂
に
依

q
て
愛
蘭
が
全
然
英
國
か
ら
分
離
す
る
精
神
が
.何
程
迄
に
强
い
か
と
云
ふ

離
も
誠
驗
せ
ら
れ
た

0

愛
蘭
の
獨
立
熟
は
其
實
ジ
ン
、フ

」

ィ
ン
一
派
の
唱
道

.す
る
.が
如
く
其 

れ
程
に
强
烈
で
な

.い
事
は
其
企
畫
自
身
に
固
有
す
る
弱
點
と
、今
回
の
暴

fi
じ
依
つ
て
示
さ
れ 

た
る
到
底
不
可
悔
事
た
る
に
依
つ

て
、
具
服
の
士
の
，看
取
し
た
る
所
で
あ
る

o

彼
等
は
ズ

our- 
s
ehr

es^o
ne

ご
を
モ
ッ
ト
ー
と
し
て
愛
蘭
の
.獨
立
を
耍
求
す
る
け
れ
ど
も
愛
蘭
が
一
個
軍
一
の
國 

民
で
.な

い

事

は

今

固

Q

暴
動
に
依
つ
，て
益
々
明
自
に
確
證
さ
：れ
た
る
所
で

*

る
。

ロ
ィ
ド
、
ジ
 

,

\

ジ
，の

仲

裁

は

失

敗

し

た

け

れ
.ど

全
體
の
愛
蘭
自
治
間
題
を
戰
後
の

.帝
國
會
酿

0
裁
决
に 

依
つ
て

..决
：す
る
左

.
、
し

た

の

は

兎

に

角f

進
步
を

.見
ね
ば
な
ら
ぬ
。
何
と
な
れ
ば
、愛
蘭
&
治 

を
英
國
對
愛
蘭
の

.間
題
：と
し
.て
敢
扱
へ
ば
こ
そ
、歷
史
的
の
僧
惡
反
戚
が
刺
戟
せ

ら

る

れ
衮
蘭 

を
以
て
英
吉
利
帝
國
を
組
織
す
る
一
嬰
素
と
し
て
見
れ
ば
*
早
英
國
と
愛
蘭
と
の
關
係
で
は 

な
く
し
て
、愛
蘭

.は
英
國
と
均
し
く
英
帝
國
聯
邦
の
一
國
た
る
に
至
る
か
ら
で
あ
る
。
此
の
如 

く
し
て
愛
間
の
國
民
黨
も
ァ
ル

..

ス
タ
丨
派
も
互
に
過
去
の
紛
爭
を
一
掃
し
て
、對
英
の

m
着
と 

反
感
と
を
忘
れ

®

ぐ
迄
も
英
吉
利
帝
國
，の

，一
要
素
と
し
て
愛
蘭
の
自
治
を
行
ひ
和
衷
協
同
す 

る
に
努
め
む
か
ジ
ン
。ク
ょ
ィ
ン
等
の

®

激
派
が
全
然
愛
蘭

」

の
獨
立
を
主
張
し
て
も
固
ょ
り
少 

數
で
あ
る
か
ら
之
を
滕
伏
す
る
を

得

べ
く
愛

蘭

の
事
又
决
し
て
悲
觀
す
可
き
で
な
い

と

思

ふ 

雜4-
1

卷
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